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１．はじめに 

国際図書館協会連盟（IFLA）は，独⽴した国際的な⾮政府組織の⾮営利団体，かつ図書館
情報学専⾨職の世界を代表する発⾔者であり，図書館情報学（LIS）教育の質を国際的な視野
で向上させることに⼒を注いでいる。図書館情報学専⾨職教育の質的保証は，図書館情報サ
ービスの質およびその構成員に対する価値を向上させる。 

 
図書館情報学専⾨職員は，変化の激しい社会政治的，技術的，国際的な観点から，それぞ

れの地域の状況下で効果的に業務を遂⾏するために必要な知識，技術，態度を獲得し，それ
を継続的に活かしている。現在および将来の図書館情報学専⾨職員を養成するための正式な
教育は，学際的で，変化し，広がりを持っており，国によって学部もしくは⼤学院レベルで
あろう（IFLA BSLISE Working Group, 2018）。学位につながる正式な教育は専⾨職のキャリ
アを積むための資格を提供し，継続教育は最新の状況を把握するために必須である。 

 
図書館情報学の範囲について共通理解を確⽴，保持するために，図書館情報学教育の国際

的な質保証等に関するワーキンググループ(BSLISE)は以下の定義を導⼊する。 
 

図書館情報学は，学習，研究，応⽤の⼀分野である。教育と研究実績において，図
書館情報学はさまざまな過程で⽣み出されたあらゆる情報，それを処理する技術，情
報と関連技術と⼈との相互作⽤に関係している。専⾨職の実践として，図書館情報学
は情報のライフサイクルのあらゆる側⾯に関わり，あらゆる⼈々と情報を結びつける
ために適切な技術を活⽤し，⽂化遺産の機関や広範囲の情報環境で実践されている。 

 
このガイドラインは，図書館情報学専⾨職の知識範囲（すなわち図書館情報学の基礎的知

識領域）を概説し，図書館情報学教育の発展（すなわち健全な図書館情報学プログラムの要
素）を導く。 

 
ガイドラインとは 
このガイドラインは，図書館情報学教育プログラム開発のための枠組みとして役⽴つよう

に，利害関係者がその計画，開発，および質の評価に適⽤できるようにした。このガイドラ
インは，図書館情報学の基礎知識領域（FKAs）と中核となる図書館情報学教育プログラムの
要素の 2つの主要素から構成され，図書館情報学専⾨職が実践し発展し続けるための専⾨教
育を提供するべきである。これらは，どのような⾼等教育レベルにおいても適⽤できるよう
に作成されている。 

 
策定⽅法 
IFLA 教育・研修分科会（SET）と IFLA 図書館理論研究分科会（LTR）の⾏動計画の⼀環

として，図書館情報学教育の国際的な質保証等に関するワーキンググループ（BSLISE）の図
書館情報学教育枠組み開発グループがこのガイドラインを策定した。 

https://bslise.org/
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このガイドラインの開発は，刊⾏された⽂献や既存の国内および国際基準に基づき，IFLA 
図書館情報学教育の国際的な質保証等に関するワーキンググループによる検討や，世界中の
図書館情報学教育および専⾨的利害関係者との協議を経て実施された。このガイドラインの
開発過程には，繰り返し⾏われる協議の過程からの広範な意⾒が組み込まれている。このプ
ロジェクトの背景と詳細については，https://bslise.org/ を参照されたい。このガイドライン
は，「図書館情報学専⾨職教育プログラムのためのガイドライン 2012」（IFLA, 2012）に代わ
るものである。 

 
ツール使⽤の理由 
このガイドラインは，学部，⼤学院，継続教育のいずれのレベルであっても，図書館情報

学教育プログラムの質を向上させるものである。ガイドラインを遵守または上回るプログラ
ムは，流動的で世界的な情報環境に対応する図書館情報学専⾨職員を育成する。このガイド
ラインは，新しいプログラムの開発において，あるいは，図書館情報学専⾨職教育の質の継
続的改善の理念に⽴脚され，地域のポリシーや基準によって義務付けられた継続的かつ定期
的なプログラムの⾒直しの⽂化に取り組んでいる LISスクールが利⽤できる。 

 
使⽤機会 
このガイドラインは，図書館情報学プログラムが地域の質基準や機関の使命を満たし，国

際的な質的ガイドラインと整合するように，新しいプログラムの計画や開発，または既存の
プログラムの質や格差を評価する際に参照されるべきである。 

 
対象者 
このガイドラインは，図書館情報学教育管理者，教育職員，学⽣，政府および専⾨機関，
そして図書館情報学教育プログラムが国際的な質的ガイドラインに適合するように業務に従
事している関係者に勧める。また，図書館情報学専⾨職員に期待される知識や技術を理解し，
それを基に専⾨的な開発を⾏う実務者や利害関係者にとっても有益である。 

 

２．図書館情報学専⾨職教育の状況 

教育（そのシステムと資料）は，⽂化的，経済的，政治的，技術的な状況の中で，地域的
か国際的かを問わず，知識のシステムとして発展してきた。図書館情報学教育プログラムが
存在する⾼等教育は，⻄洋的，科学的，記録的な実践を中⼼とした特定の知の⽅法に基づい
て発展してきた。学術界では，権⼒構造を批判的に検証し，教育，学習，知識⽣産を脱植⺠
地化(decolonise)教育の過程の中で，⼝承習慣を含めた，地域固有の(indigenous)伝統的な知
識のあり⽅が認識されるようになっている。情報のあらゆる側⾯に関わる図書館情報学は，
世界化した経済の中で，その地域の状況に関連し，多様な社会に適した，効果的，公平，包
括的，かつ利⽤しやすいサービスを提供する専⾨職員を養成するために，その教育において
知るための複数の⽅法を統合する必要がある。 

 

https://bslise.org/
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図書館やその他の情報機関に必要な⼈材は，専⾨職と準専⾨職とみなされる仕事を実施す
るための知識と技術によって区別される。この 2つの⽔準の職員⽤の教育準備は，主に⾼等
教育機関によって提供され，このガイドラインは専⾨職教育に焦点を絞っている。このよう
な観点から，このガイドラインは，⾼等教育機関の図書館情報学プログラムで提供されてい
るか否かを問わず，継続教育や専⾨職能⼒開発（CE/PD）を対象としていない。継続教育に
対する責任と規制は，地域の状況によって異なる。継続教育の開発におけるガイダンスは，
「IFLA 継続的専⾨能⼒開発に関するガイドライン：原理とベストプラクティス」(Varlejs, 
2016)で提供されている。 

 
図書館情報学専⾨職員の教育においては，専⾨分野と分野横断的な知識の両⽅を発展させ

ることが重要である。これは図書館および情報サービス部⾨が公⽂書館・博物館・記録管理
部⾨・データ管理部⾨のような関連部署と共通点を認識し，コンピュータ科学・データ科学・
教育およびコミュニケーションのような同分野からの補完的知識を開発することを含む。 

 
図書館情報学教育プログラムは，実務職・教育職・専⾨職・研究職に重点を置いて提供さ

れており，⾼専・学部・⼤学院の各プログラムに対応するものである。このガイドラインは，
主に⼤学院と学部レベルを対象とし，国によってはいずれも専⾨的な資格に繋がるものであ
る。このガイドラインは規範的なものではないが，図書館情報学専⾨職教育の質を⾼めるた
めの情報を提供し，基準を⽰すものである。LIS スクールや部⾨は，地域や国内外の適切な
認証評価機関による⾃校のプログラムの認証評価を求めるべきである。世界中のすべての図
書館情報学教育プログラムが認定されているわけではないが（IFLA BSLISE Working Group, 
2018），このガイドラインは継続的な改善過程に寄与するものである。 

 

３．⽬的 

図書館情報サービスは，⽂化，科学，教育，その他の部⾨にとって不可⽋であり，個⼈，
機関，⽇常⽣活，国の持続可能な発展に寄与している。これらの重要なサービスは，適切に
教育・研修された専⾨職員によって提供される。このガイドラインは，専⾨職教育プログラ
ムの質を保証するための教育の規定，認証評価，または地域や国内外のレベルの専⾨職機関
や政府機関に規制される専⾨資格の認証評価を定めたものである。このガイドラインは，脱
植⺠地化（decolonisation）や現地化（indigenisation）を含むプログラム開発における公平性，
多様性，包括性，⼊⼿可能性（EDIA）の原則に⽴脚され，これを促進するものである。 

 
このガイドラインは，この⽬的のために成⽂・規定された 8 つの基礎知識領域

（Foundational Knowledge Areas = FKAs)（G2 参照） に基づいている。基礎知識領域の概
念は，既存のガイドラインに⾒られるコアな知識や技術ではなく，国際的な状況と急速に発
展する分野に適するように考えられた。基礎知識領域は，図書館情報学専⾨職員が専⾨性を
⾼め，最新の情報を得て専⾨職としての知識と技能を⾝につけると同時に，世界各地の地域・
国内・圏域における状況で求められる要件を満たすために構築されるものである。これには，
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⾃治体や政府の⾼等教育基準，各国の専⾨職団体の教育ポリシー，各国の認定・認証・資格・
登録の要件などが含まれる。 

 
このガイドラインは，変化の激しい国際的で多様性のある状況において，学部と⼤学院の

教育レベルにおいて，以下の⽬的のために，幅広い枠組みとして⽤いられることが期待され
ている。 

 
• 利害関係者と協議の上，既存の図書館情報学プログラムの見直・開発・改善を指導する

こと。 
• 利害関係者と協議の上，新たな図書館情報学教育プログラムの設計・計画・実施を指導

すること。 
• 図書館情報学教育プログラムの質的評価を指導すること。 
• 図書館情報学専門職として実践し継続的に開発するため，図書館情報学専門職に必要な

知識と技術を伝えること。 
• EDIA の価値観が図書館情報学の実践・研究・サービスを形成することを確実とし，図

書館情報学教育の開発を促進すること。 
• 図書館情報学教育を国際的に統一し，地球規模で多様な世界において地域的・文化的な

状況を同時に保持すること。 
• 文化遺産の機関やその他の情報環境にまたがり，図書館情報学における教育や実践を整

合・統合すること。 
• 情報環境にまたがり，図書館情報学の実践において，部門横断的な教育を推進し，組織

の境界をなくすこと。 
• 圏域的・世界的に専門的な図書館情報学や関連するガイドラインを開発するための基盤

として機能すること。 
 
このような多様な⽬的から，このガイドラインの第⼀の読者は，図書館情報学教育機関お

よびその教育職員，さらには図書館情報学専⾨職プログラムの質保証基準を設定する専⾨職
団体である。⼆次的な読者としては，⾼等教育⾏政（機関および政府），図書館情報学の学⽣
（現役および潜在的），図書館情報学実務者，および多様な⽂化遺産の機関やその他の情報環
境を越えて，図書館情報学専⾨職教育および継続的専⾨能⼒開発の促進に貢献する他の関連
した利害関係者が含まれる。 

 

４．図書館情報学教育の質向上における
IFLA の役割 

国際図書館連盟（IFLA）は，ユネスコとの協議資格，国際学術会議（ISC）との提携資格，
世界知的所有権機関（WIPO）および国際標準化機構（ISO）とのオブザーバー資格を有する
⾮政府組織である。IFLA は図書館情報専⾨職の世界を代表する発⾔者であり，図書館情報サ
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ービスの開発と促進のために指導⼒を発揮することを使命としている。IFLA はその教育・研
修分科会およびその他の部⾨を通じて，図書館情報専⾨職員の教育準備に関する情報や指針
を発信している。これらのガイドラインの適⽤により，地域の事情に応じた質本位の専⾨職
教育が促進される。このガイドラインは，地域や国内外レベルでの図書館情報学教育プログ
ラムの開発，継続的な改善，および調和を促進し，情報を提供するための幅広い枠組みであ
り，規範的であることを意図しない。 

 
IFLA は教育プログラムの認証も個々の専⾨職資格の認定もしないので，IFLA はこのガイ

ドラインを強制しない。［しかしながら，］地域機関は，このガイドラインを枠組みとして使
⽤し，地域の図書館情報学の要件に応じ，また図書館情報学専⾨職教育を義務付ける既存の
地域，圏域，国際的な法律，ポリシー，基準に対応して，独⾃の要請に合わせて調整するこ
とが奨励される。専⾨職を認定，若しくは教育プログラムを認証する際の専⾨職員の前提条
件は，政府，専⾨職協会，あるいは地域や国内外レベルのその他の機関に由来し，規制され
ている。必要に応じ，このガイドラインに沿った包括的な審査過程を経た図書館情報学教育
プログラムは，「図書館情報学（LIS）専⾨職教育プログラムのための IFLA ガイドライン」
(2022) に従っている旨，明記・了承することが望ましい。 

 
このガイドラインは，図書館情報学教育に影響を与える可能性のある世界的な動向を考慮

し，常に⾒直し，更新される必要がある。教育・研修分科会と図書館理論研究分科会 のメン
バー，および IFLA 図書館情報学教育の国際的な質保証等に関するワーキンググループの他
の主題専⾨家からなるガイドライン委員会は，ガイドラインを管理し，関連する質問に対処
し，最新性と妥当性を定期的に⾒直す過程を開発する。 

 

５．ガイドライン (G = Guidelines) 

Ｇ１ ガイドラインの背景となる枠組み 

図書館情報学教育プログラムは，特定されたニーズ，⼤きな社会における予測される職業
の変化，および関連する職業や学問分野の認識に沿って設計されるべきである。このガイド
ラインは，図書館情報学教育プログラムの計画に反映され，親機関の使命，構想，哲学，⽬
的，達成⽬標，成果などと⼀致すべきである。また，このプログラムは，規制または認定機
関や⽂化的枠組みが定める基準で，教育機関における教育や学術および専⾨家の認定要件を
満たしているべきである。計画過程は，定量的・定性的証拠を⽤い，すべての利害関係者（例
えば，国の専⾨機関，教育職員，学⽣，実務者など）を巻き込むべきである。公平性，多様
性，包括性，⼊⼿可能性（EDIA）は，資料と実践の脱植⺠地化や現地化を含め，プログラム
開発を推進するべきである。 

 
図書館情報学教育プログラムは，⼀般的なプログラムから専⾨分野まで様々であるが，こ

のガイドラインは，どのような範囲であってもプログラム開発のための基礎となる。このプ
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ログラムの範囲は，その規模，教育職員の専⾨性，所在地，政府のポリシーによって決定さ
れる場合があり，プログラムの拠点となる地域や国の物理的環境や⽂化的な状況の必然性，
情報ニーズ，特異性，性質を考慮すべきである。このプログラムは，親機関，および⾼等教
育の専⾨機関や管理委員会の対応するガイドライン，基準，原則を尊重する。このプログラ
ムは，戦略的に配置されたどのような⾼等教育機関でも，またアクセスしやすいような仮想
的機関であっても実施が可能であり，適切な資格を持つ図書館情報学教員によって教えられ
るべきである。 

 

Ｇ２ 基礎知識領域（英語略語：FKAs） 

このガイドラインは，IFLA 図書館情報学教育の国際的な質保証等に関するワーキンググ
ループの図書館情報学教育枠組み開発グループが反復プロセスを通じて作成・定義した 8つ
の基礎知識領域に基づいている。基礎知識領域は，図書館情報学専⾨職員がさらなる能⼒を
開発し，カリキュラムに専⾨分野を設計するための基準を明確にする。さらに，基礎知識領
域によって，図書館情報学専⾨職員は，地⽅，地域や国際的な状況の必要性と要件に従って，
⾼度な学習がこの基礎の上にどのように構築されるかを明確に説明できる（図 1 参照）。基礎
知識領域は，組織改⾰と持続可能な開発のための主要な推進者として，図書館情報学専⾨職
の役割を促進する。基礎知識領域は利⽤者コミュニティの必要性を満たすために使⽤される
技術的なツールだけでなく，専⾨職に焦点を合わせていると⾔える。 

 

 

図１．図書館情報学基礎知識領域（FKAs）モデル 
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8 つの基礎知識領域（社会における情報，図書館情報学専⾨職の基礎，情報通信技術，研
究と⾰新，情報資源管理，情報専⾨職員のための管理，情報ニーズと利⽤者サービス，能⼒
と学習）にはそれぞれ短い説明⽂がつけられ，その後にその範囲と微妙な差異を説明する段
落が続く。 

FKA1．社会における情報 

情報は社会的な状況のなかに存在し，社会によって創造・形成され，社会もまた情報によ
って形成されるという共⽣的な関係を持っている。⽂化，経済，法律，政治，その他の社会
的な⼒が，情報の⽣成，伝達，接続，保存を決定する。図書館情報学は，専⾨職教育や研究
と実践において，これらの側⾯に関与している。図書館，公⽂書館，博物館などの図書館情
報学機関は，将来の世代のために情報や知識を収集整理共有し，保存し，利⽤可能にすると
いう本来の使命を⽣かし，現在のニーズを満たし，社会の変化を促進しなければならない。
図書館情報学専⾨職員は，経済，⽂化，法律，国際化，技術，政治がどのように情報の性質
を形成し，相互に，情報⼯程，ツール，システム，サービス，制度が確⽴されて社会を変⾰
し，社会が接続する情報を決定するという基礎知識を必要としている。図書館情報学におけ
る倫理観と価値観は，専⾨職的な実践とポリシーに与える影響の程度を理解するために，専
⾨職レベルと社会的レベルで検討される。法的な領域では，例えば著作権法は知的コンテン
ツの保護と情報へのアクセスの経済的条件を強制し，社会と図書館情報学分野はそれに拘束
される。逆に，図書館情報学分野はコンテンツの保護とアクセスに関する異なる条件の作成
に（良くも悪くも）影響を与える。図書館情報学分野では，情報通信技術が社会的・組織的
変化や持続可能な開発に影響を与え，それに伴う混乱が，情報へのアクセスと⾃由を含む図
書館情報学の実践と制度を強化，変⾰，挑戦，または弱める状況を作り出すことを認識して
いる。 

FKA2．図書館情報学専⾨職の基礎 

図書館情報学の基礎には，学際的分野としての専⾨職の紹介，学問の役割と歴史，専⾨職
的実践を定義し，告知し，案内するコアとなる価値観の本質的集合などの基本的な知識が含
まれている。図書館情報学組織の社会的役割，その使命，サービス，あらゆる⽂化的，経済
的，政治的，技術的環境の枠組みにおける位置づけに注意が払われている。図書館の場合，
物理的かデジタルかに関わらず，コミュニティの中⼼であり，豊かな⽂化施設である。そし
て，社会的交流，創造性，起業家精神，リテラシー，デジタルインクルージョン，情報アク
セスを促進する触媒である。 

 
図書館情報学教育では，深く根付いた倫理観や⼈間的な価値観を⾝につけた専⾨職員の能
⼒を総合的に育成している。公平性，多様性，包括性，⼊⼿可能性（EDIA）は，図書館情報
学の専⾨職性，サービス志向，社会的責任，持続可能性，教育，⽣涯学習にとって不可⽋な
要素である。公共財としてのオープンアクセス（OA）を含む情報へのアクセス，知的⾃由，
データ・情報・知識の責任ある管理，そしてそれらを推進する技術と叡智は，専⾨職の中⼼
である。図書館情報学は，推論，批判的思考，その他のソフトスキルの開発を⽀援するため
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に関連分野を活⽤しており，これらの能⼒は，幅広い⽂化遺産と知識⽣態系のなかで専⾨的
副分野や状況に適⽤される可能性がある。 

FKA3．情報通信技術 

情報通信技術は，情報システムの実装，情報ライフサイクル，個⼈情報へのアクセスと利
⽤，利⽤者サービスを⽀援し，促進する。情報システムの実装では，情報通信技術は図書館
や情報機関の効率的な運⽤のために構築され，管理される。情報ライフサイクルでは，情報
通信技術は情報資源の管理を⽀援する。さらに，情報通信技術は個⼈の情報ニーズや希望に
対応し，想像，創造，問題解決，関与，学習を⽀援できる。これらの技術は，コミュニケー
ションや図書館・情報サービスの提供を容易にし，利⽤者の体験を向上させる。情報通信技
術の知識には，データの取得，保存，管理，処理，プレゼンテーション，公開，発⾒，アク
セス，使⽤に関する技術標準，モデル，アプローチ，要件，解決策が含まれる。これらの技
術には，既存のハードウェアおよびソフトウェアによる解決策の活⽤，適応，⾰新，設計，
適⽤，および保守の実践が含まれる。 

FKA4．研究と⾰新 

⾰新は研究を前提とし，性能を測定し，影響を判断し，診断のためのデータを取得し，ま
たはサービスや製品の調査，改善，改良のための回答を可能にする。研究と⾰新の基礎には，
研究パラダイム，理論的枠組み，デザイン，⽅法論，研究倫理，データ分析とプレゼンテー
ション，研究成果の普及に関する知識が必須である。このような研究基礎知識には，先住⺠
の声，世界観，研究の進め⽅を主張する地域固有の(indigenous)研究⽅法論に関する知識も
含まれる。研究能⼒には，図書館情報学で遭遇する問題の根元を分析し，多様な情報環境に
おける専⾨職の実践のために可能な解決策と理解を提供しようとする問題志向型の研究が含
まれる。また，学問分野横断的な学術の発展や，⼀般社会への影響，地域社会の改善のため
の⾰新的なポリシー⽴案のために，他者が⽣み出した研究を特定，照合，⽬録化，検索，評
価，普及させる能⼒も含まれる。このような学術情報流通には，さらなる知識の⽣成のため
に研究への無制限なアクセスを保証するオープンアクセスが含まれる。 

 
ここでいう⾰新とは，情報製品やサービス，プロセスを開発し，批判的に検討するために，

知識やアイデアを応⽤することを指す。さらに，図書館情報学専⾨職員は，同分野だけでな
く分野を越えて，より広い社会と積極的に関わり，分野内外で⼤きな影響を与えるための学
際的研究や⾰新を開発するべきである。 

FKA5．情報資源管理 

情報資源管理は，形態，形式，装置，情報環境にかかわらず，情報資源の取得，識別，記
述，整理，発⾒，保存など，情報資源の⽣成から消滅までのすべての段階を含む。情報資源
管理では，情報資源の性質，情報の発⾒と検索，利⽤者ニーズ，情報探索⾏動などに関する
知識と理解が必須である。情報資源管理には，情報組織と相互運⽤性の原則，情報資源組織
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に関する機能要件，交換と提⽰の標準，⼿順，およびツールが含まれる。情報資源管理は取
得（および関連する著作権と知的財産権の側⾯），整理公開，デジタル化，保存，廃棄，利⽤
分析など，コレクション管理の原則に及んでいる。 

 
図書館情報学専⾨職は，質の⾼い資源発⾒⽤メタデータを作成し，情報システム，ツール，
標準，および情報資源発⾒サービスを採⽤，適合，計画，設計，開発，実施し，コレクショ
ンの保管を計画および管理し，情報の状況と利⽤者ニーズに従ってコレクションと情報の質
を評価し，コレクションとコレクションを基盤にした製品およびサービスの可視性を⾼め，
かつ推進するべきである。 

FKA6．情報専⾨職員のための管理 

図書館情報学専⾨職員は，様々な状況において，情報組織を効果的に管理する。経営と組
織の理論，概念，原理，ポリシー，実践を理解することは，情報組織の効果的な管理に貢献
する。対象となるテーマと必要とされる個々の技術には，リーダーシップとマネジメント，
意思決定，計画，実⾏，評価，説明責任，信頼，委任，システム思考，ナレッジマネジメン
ト，経済学，法律とポリシー，擁護，マーケティング，広報，コミュニケーション，顧客サ
ービス，交渉と調停，財務管理，⼈的資源管理，チーム構築，施設管理，情報技術管理，プ
ロジェクト管理，戦略計画，危機管理，品質管理，将来の流⾏，変更管理，⾰新，組織⽂化，
倫理と機密保持を含めることができる。 

FKA7．情報ニーズと利⽤者サービス 

効果的で適切な情報サービスの開発には，利⽤者の意識的・無意識的なニーズと情報⾏動
の全容を理解し，特に公平性，多様性，包括性，⼊⼿可能性の課題を考慮すべきである。情
報ニーズを満たすために設計された解決策は，利⽤者中⼼で，根拠に基づき，積極的な利⽤
体験をもたらし，⾰新性，公平性，費⽤対効果などの要素を考慮すべきである。サービスに
は，職員案内型（レファレンス，読者相談，研究コンサルティング，指導，プログラミング，
メーカースペースなど），利⽤者案内型（展⽰物，デジタルアプリケーション，資料案内など）
であり，1 回限り，短期，⻑期の解決策がある。情報ニーズと利⽤者サービスは，利⽤者コ
ミュニティ，サービスにおける状況と格差，利⽤者とコミュニティの情報探索⾏動とニーズ
に関する知識，利⽤者コミュニティとの連携，対象となる利⽤者コミュニティやサービスが
⾏き届いていない利⽤者コミュニティを含む全ての⼈々へのサービスの設計と提供，利⽤者
サービスの成果と影響の評価などを含む。 

FKA8．能⼒と学習 

図書館情報学専⾨職は，あらゆる形態の能⼒を育み，⼝承や伝統的な知識を含む様々な状
況や社会⽂化的環境における⽣涯学習の追求を⽀援する。図書館情報学専⾨職は，能⼒教育
者として，⾔語能⼒と数的能⼒を意味形成の基礎とし，⽂化的状況における複合的能⼒を促
進する。情報能⼒教育者として，図書館情報学専⾨職は批判的思考と，情報，メディア，デ
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ータ，視覚，およびデジタル能⼒を含む幅広い能⼒様式と才能を促進する。図書館情報学専
⾨職は，対⾯式であれ他のメディアを利⽤したものであれ，⾃主学習，⾮公式学習，公式学
習を⽀援するために，あらゆる教育的な知識と技術を⾝につけることができる。これらの能
⼒には，教材設計，評価，教育⼯学，教育設計，授業計画，オンライン指導，教育的・学習
的な理論，教育⽅法などの能⼒が含まれる。また，現職者は多様な利⽤者を対象とした学習
活動を設計，企画，実施することができる。 

G３ カリキュラムと教授法 

図書館情報学専⾨職プログラムのカリキュラム（何を教えるか）と教授法（どのように教
えるか）は，図書館情報学の学⽣が図書館情報学専⾨職について何を，どのように学ぶかを
構成する。図書館情報学には，このガイドラインで紹介する基礎知識領域によって特定され
た幅広い知識と技術が含まれており，図書館情報学専⾨職プログラムのカリキュラムに含ま
れるべきである。この図書館情報学専⾨職員養成のためのカリキュラムは，学部レベル，⼤
学院レベルを問わず，必修科⽬と選択科⽬で構成されている。図書館情報学プログラムは，
学位レベルに応じて，地域ニーズ，構想，使命に応じて設計，実施され，全コース数，各コ
ースの単位時間，期間，理論と実践の割合は様々である。 

 
基礎知識領域はカリキュラムに組み込まれるべきであり，それをプログラムに反映させる
⽅法は，その深さと範囲において多様である。各基礎知識領域は，1 つまたは複数のコース
に対応することができ，いくつかの基礎知識領域を 1 つのコースにまとめることもできる。
若しくは所定の基礎知識領域を 1つのコースや複数のコースに分散してカバーすることもで
きる。資源と状況が許す限り必要に応じプログラムは，特定の分野の知識と技術を深めるコ
ースを提供し，基礎知識領域に基づいて構築することにより，学⽣に専⾨性を⾼める機会を
提供できる。プログラムでは，学⽣がそのような選択肢を持てるように，選択科⽬を設ける
こともできる。 

 
カリキュラムの説明を⽬的としているので，基礎知識領域の適⽤範囲と実施に関するすべ
ての潜在的な差異をカバーしないが，2 つのプログラムの筋書きが提⽰されている。第⼀の
例では，プログラムには⼀定の必修コースがあり，基礎知識領域はこれらのコースに統合さ
れる。他の例は，必修に選択を加えた 3つのコースを持つプログラムである。 
コア 1：図書館情報学の基礎（基礎知識領域 1，7，8をカバー） 
コア 2：技術および管理（基礎知識領域 2，4，5をカバー） 
コア 3：利⽤者サービス（基礎知識領域 3，6をカバー） 
選択コース - 学⽣は⾃分の専⾨に基づき，あるいは助⾔者の指導で選択する。 
選択コースは，基礎知識領域に基づいて構築され，他の要素をカバーしてもよい。 
 
カリキュラムの設計にあたっては，国際化と実社会での経験を考慮すべきである。プログ

ラムの国際化に向けた取り組みとして，学⽣や教育者の交換，教育・研究推進の協働などが
ある。知識と技術は，理論と応⽤と同様に補完的である。したがって，実践的な専⾨職員と
実地体験的な学習を教育に取り⼊れることは，実践を通した学習に貢献する。 
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教授法は学⽣が最⼤限の学習効果を得られるようにするために重要である。カリキュラム
を提供するにあたり，図書館情報学の教育職員は，学習理論とスタイル，教育⽅法，学習教
材の設計，オンラインやその他の教育様式，学習評価，省察的教授実践などの教育的な能⼒
を習得し，それを基礎にする必要がある。このような図書館情報学の教員による教育的な準
備は，公平性，多様性，包括性，⼊⼿可能性の課題を含む複数の認識論に⽴脚されるべきで
ある。 

Ｇ４ ガバナンス 

⼀般的に，専⾨的な図書館情報学プログラムは，⼤学などの⾼等教育機関内の管理部⾨に
設置される。図書館情報学教育プログラムは，独⽴した図書館情報学部に設置されるか，若
しくは，同⼀分野の学術単位や iSchool のなかに学科，セクション，プログラムとして設置
される。iSchools の組織のメンバーとして，「これらの学校，⼤学，学部は，新しく作られた
もの，または情報技術，図書館科学，情報学，情報科学などの特定の分野に焦点を当てたプ
ログラムを発展させたものである」。(iSchools)がある。また，学術単位間の連携を強化する
⽬的で，学術単位の学際的な連携を発展させる傾向も出てきている。しかしながら，管理体
制は，現地の組織構造のなかで，全体的な管理運営と専⾨職的な⽅向性を適切に決定するた
めに，親機関⾃⾝の判断に任されている。 

 
参考までに，ある機関の図書館情報学事業体の典型的なガバナンス構造を次に⽰す。⼤学，

教授陣，部署の⻑は，教授の職位を持っていることが望ましく，専攻，学科，学部の中から
選出されるか選ばれる。⼀⽅，専攻，学科，学部とは，⼤学，教授陣，部署の下位部⾨で，
図書館情報学など特定の専⾨分野に特化したものである。⼀般的には，伝統的に学科⻑また
は学部⻑と呼ばれる上級の教員が率い，⼤学，教授陣，または部署の⻑に報告する。学科ま
たは学部の⻑は，専攻，学科または学部レベルにおいて教育機関のより⾼いレベルの戦略的
⽅向性，および関連する専⾨職的と学術的な基準に沿った管理的および知的な⽅向性，特に
戦略的計画を提供する。 

Ｇ５ 教育職員・研究職員・専⾨職員・⽀援職員 

図書館情報学教育プログラム（専攻，学科，学部とも呼ばれる）の⼈的資源は，通常，教
育職員，研究職員，専⾨職員，技術職員，事務職員で構成される。教育職員（教員とも呼ば
れる）は，コースワークと研究プログラムの両⽅において，主に教育と研究を担当する。教
育職員は教育プログラムの専⾨分野を構成するため，その資格と⼈数はプログラムの⽬的を
達成するために適切でなければならず，また必要に応じて，関連する認定機関やその他の当
局によってあらかじめ定められた指標に従わなければならない。教育職員は，教育および学
習の技術，新規または継続的な研究実績，適切な専⾨職団体やコミュニティへの積極的な参
加を有している。さらに，学科が提供するコースの学際的な性質に関連して，学科のニーズ
を満たすため，特定の学術的でかつ専⾨職資格を指定することができる。教育職員は，専任
と⾮常勤の契約があり，専任教員はプログラムの安定性と継続性を提供する。 
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研究職員は，部⾨の研究計画や成果に関連した役割や責任を果たすために雇⽤されること
がある。図書館情報学プログラムでは，ポスドク，若⼿研究員（リサーチフェロー），研究補
助員など，研究職として適切な資格を持つ職員を採⽤するのが⼀般的である。通常，部⾨の
研究⽬的に貢献し，⼤学全体の研究戦略や資⾦提供機関の要件に合致させ，図書館情報学分
野を発展させることを⽬的としている。 

 
図書館情報学プログラムでは，専⾨職の実務者を教育職員として採⽤することが，⼀般的

になりつつある。これには，⾮常勤・⾮正規教員，フェロー，客員研究員，教育助⼿として
の実務者の任命が含まれる。それらは教育職員の教育・研究上の責任を補完する者であり，
適切な資格を持っていることが望ましい。 

 
幾つかの機関では研究のために異なるグループの職員を募集し，教育責任を教育職員のみ

に割り当てることを選択することもあるが，他の機関では教育職員全体の職務範囲の⼀部と
して両⽅のタスクを組み合わせることもある。しかしながら，上記のような多様な業種の⼈
的資源は，図書館情報学教育プログラムが機能するための環境（コンテクスト）を提供する。 

 
管理職員と技術職員は，学術部⾨の運営を⽀える基幹であり，部⾨に重要な事務・秘書・

技術的専⾨知識を提供する。学科は，その機能とサービスをサポートするために，⼗分な数
の管理職員と技術職員を配属すべきである。 

 
各図書館情報学プログラムは，多様な職員の採⽤，維持，専⾨職，⾃⼰啓発，後継者育成，
多様な職員評価のために，透明で公平かつ明確に⽰された⼈的資源ポリシーと計画を持つべ
きであり，職員の福利厚⽣に寄与し，創造性と⽣産性の向上，そして従業員の潜在能⼒を引
き出す。 

Ｇ６ 学⽣ 

社会的，経済的，制度的，学術的な現実という状況の中で，図書館情報学教育プログラム
は，専⾨職学習の⼊学前・在学中・卒業後の 3つの段階における学⽣の学術的，専⾨職⽣活
に関わる。⼊学，経済的⽀援，就職斡旋，その他の学術的・管理的事項に対応する学⽣ポリ
シーは，教育プログラムおよび教育機関全体の使命・⽬的・達成⽬標と合致し，明確に偏⾒
のない価値観とも合致しているべきである。 

 
⼊学前に募集戦略を活⽤することは，質と多様性の点で学⽣募集の強化に貢献する。準専

⾨職員には，図書館情報学専⾨職へのキャリアアップを考えるよう奨励し，専⾨職教育を受
け，専⾨職資格を取得するための特別な道筋と規程を設けるべきである。学⽣の⼊学許可は，
明⽂化された⼀般公開された判定基準に基づいて⾏われるべきであり，そうした判定基準で
は学⽣の関⼼，才能，知的・教育的背景，多様性が考慮されるべきである。⼊学基準は公平
かつ⽭盾なく適⽤されるべきである。試験の点数によって 図書館情報学プログラムへの⼊
学が決まる場合では，⼊学試験の点数は，他の専⾨職課程と同程度にするべきである。国内
および国際的な学⽣の移動と交換を明確にし，基準を作成するべきである。 
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在学中は，学⽣の定着状況を把握し，対応する必要がある。学⽣⽀援は，資⾦⾯（奨学⾦，

ローン，アシスタントシップなど），学業⾯（オリエンテーション，アドバイス，学⽣課サー
ビスなど），キャリア⾯（メンタリング，カウンセリング，学⽣会など）で提供されることが
ある。これらのサービスは，学⽣の帰属意識と主体性を⾼める。学⽣の関⼼や意⾒は，学⽣
のガバナンスや代表という形で歓迎されるべきである。学⽣の教育的成⻑には，専⾨職のコ
アとなる価値観に触れ，プログラムやコースの学習成果を理解することが含まれる。 

 
図書館情報学教育プログラムの評価と履修し終えるための要件は，公式⽂書に明記し，⼊

学者や今後⼊学を⾒込まれる者がみることのできるようにする必要がある。図書館情報学教
育プログラムの使命・⽬的・達成⽬標に沿って，学⽣が⾃分のキャリア願望を満たす学習プ
ログラムを⽴てられるように⽀援する必要がある。学⽣の到達度評価は，⽭盾なく公平に⾏
われるべきである。要件を満たした学⽣は，学習レベルにあわせて，学位，卒業証書，ある
いは資格証明書を授与され，同窓⽣としての特典を受け，有資格の実務者として認められる
べきである。また，卒業⽣は実務に携わることを希望する地域の専⾨的な認定要件を満たす
ことを更に求められる場合もある。 

 
図書館情報学教育プログラムでは，卒業後も同窓会への⼊会，交流会，継続教育，専⾨知

識の共有への招待などを通じて，卒業⽣とのつながりを維持する機会を提供する。同窓会活
動は，補完的な教育や専⾨的能⼒の開発に貢献し，継続的なキャリアや研究⽀援を提供し，
（同窓⽣の指導など）実務者のコミュニティとの関係を育み，⺟校との主体性や帰属意識を
強める。 

Ｇ７ 補完的な教育および専⾨能⼒開発 

継続的な専⾨能⼒開発のための IFLA のガイドライン:原則とベストプラクティス (Varlejs，
2016)によれば，図書館情報学専⾨職員の継続教育と専⾨能⼒開発の責任は，個⼈だけでな
く，雇⽤している機関，教育プログラム，国内外の専⾨家団体などのすべての関係者が負う
べきである。継続教育と専⾨能⼒開発は，図書館情報学専⾨職員のキャリア開発を進めるだ
けでなく，サービスの卓越性という組織の⽬標を強化し，専⾨性の向上を増進するために設
計されなければならない。 

 
図書館情報学専⾨職員は，個⼈の⻑所と短所について継続的に⾃⼰評価を⾏い，そのプロ

グラムによって格差を補い，⻑所を磨き続け，それを図書館コミュニティのメンバーの⽀援
に活かしている。図書館情報学専⾨職員は，専⾨的なネットワークを広げるだけでなく，コ
ミュニティへの奉仕や⽀援を含むプログラムに参加する機会も与えられるべきである。さら
に，情報専⾨職員を雇⽤する組織は，職員の継続教育や専⾨的な能⼒の向上を促進し，奨励
し，定期的に⾒直すための適切な取り決めを⾏うべきである。 

 
継続教育と専⾨能⼒開発の設計に配慮する必要がある。 
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• 国際的な動向や取り組みおよび世界的な考え方や持続可能性を，地元や地域のコミュニ

ティに反映させ，地元や地域の図書館情報学専門職員の専門的な関心やニーズに応える

形で修正し，提供すること。 
• 支配的で体系的な偏見を特定し，脱植民地化し，地域に根差した，知識，教育，サービ

スの複数のシステム。 
• 継続教育と専門能力開発へのアクセスに影響する公平性，多様性，包括性，および接続

性。例えば，教授法，提供方法，期間，費用，言語。 
• LIS スクールや組織間の協力や連携により，重複を減らし，多様な強み，資源，展望を

活用すること。 
 
継続教育と専⾨能⼒開発の例としては，新任図書館情報学専⾨職員に利益をもたらし，そ

の分野への参⼊を促進するために構築されたインターンシップ，地元・地域・国際的に開催
されるウェビナー，地元・地域・国内・国際的に開催される会議，将来の使⽤のために容易
に利⽤できアーカイブされるシンポジウム，カスケードトレーニング（例：トレーナーの訓
練（ToT）モデル）などがあるが，これだけに限定されない。 

Ｇ８ 教育資源・研究資源・施設 

教育・研究資源と施設は，教育と学習の過程を実現し，⽀援し，教育者と学習者の間のコ
ミュニケーションを促進し，プログラムを成功裏に完了するための学習コースの管理を⽀援
する。教育者と学習者を⽀援し，カリキュラムを通じた明確な道筋を⽰すとともに，課外活
動での知識，コミュニケーション，研究技術へのアクセスを奨励する。教育プログラムに関
連するサービスは，⾰新的かつ批判的な教授法，⾃⼰学習，双⽅的な学習体験，専⾨職や研
究者のコミュニティとの連携を⽀援するべきである。図書館情報学教育は，可能な限り，学
習者のニーズに対応した柔軟な学習オプションを提供し，教育技術と適応技術における新し
い解決策を展開するべきである。 

 
図書館情報学教育は資源集約型であるため，教育や研究を⽀援するだけでなく，図書館情

報実務の進歩を実証するために，広域な書誌的・技術的サービスにアクセスすることが必要
である。資源と施設は以下の通りである。 

 
• 図書館，IT サポート，e ラーニングプラットフォーム，学習管理システムなどの教育・

学習支援サービス。 
• アクセス可能な形式の参照資源，説明や実演資料，データベース，補助的な教育的な情

報源，主題内容の資料で構成される教育および学習資料。 
• 家具や備品を含む教室や研究室などの施設。 
• 機器（機械，電気，デジタル）やソフトウェア（アプリケーション，データセット，デ

ータ管理システム）のような技術的資源。 
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Ｇ９ プログラム評価と⾰新 

定期的なプログラム⾒直しは，専⾨職向け図書館情報学プログラムに関するこのガイドラ
インの策定にあたり，基礎的知識領域の枠組みにおけるプログラムの妥当性と最新性につい
て，教育プログラムに反映させる機会を提供する。このガイドラインに基づき，プログラム
（学部または⼤学院）は，図書館情報学専⾨職の実践に影響を与える進化する技術，新しい
動向や⾰新，図書館情報学や同種の分野，さらに広い社会で予想される変化などを考慮し，
例えば 3〜7 年ごとに定期的に⾒直す過程を明確に定義しておくべきである。⾒直し過程は，
各地域の認定の慣⾏と調和させるべきであり，教育機関レベルのプログラム⾒直し規約に重
要な役割を果たす。また，プログラムの⾒直しは，地域，地⽅，そして世界的な状況で直⾯
する社会的課題に取り組む図書館情報学分野の重要性を認識するべきである。図書館情報学
教育者，学⽣，実務者，利害関係者は，プログラムの⾰新と改訂の過程の際に，⾒直しに参
加すべきである。このような⾒直しは，変化の激しい図書館情報学分野を反映して，相違が
特定された新しいコースまたは専⾨分野の開発を含むプログラムの計画と改善のための優れ
た基盤を提供する。 

 
国や機関のポリシーや慣⾏に従った正式な定期的プログラム⾒直し以外でも，図書館情報

学プログラム，カリキュラム内容，および提供形態については，教員，学⽣，雇⽤者，国の
専⾨機関などからの（公式・⾮公式の）意⾒を考慮し，継続的に教授陣が考察し，必要であ
れば改訂するべきである。このような⾒直しと⾰新への継続的なアプローチは，図書館情報
学プログラムが，国内だけでなく国際的にも図書館情報学専⾨職実践と関連する図書館情報
学教育の変化を確実に反映するために必要である。 
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の Keren Dali、ポート・ハーコート大学（ナイジェリア）の Helen Emasealuから協力を得

た 
• ウィスコンシン大学ミルウォーキー校（米国）の Dietmar Wolfram が査読を担当した 
• イリノイ大学アーバナ・シャンペーン校のモートンソン国際図書館プログラムセンター

の Katie Ebelingは事務的・技術的な支援を担当した 
  

Website: https://bslise.org/  

https://bslise.org/
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